
 

会 議 録 

会議の名称 令和７年度第１回高山学園コミュニティ・スクール協議会 

開催日時 令和７年５月 16 日（金）開会 17:00 閉会 18：30 

開催場所 つくば市かとりだい交流館 会議室１ 

事務局（担当課） 教育局生涯学習推進課 

出 

席 

者 

委員 

 

飯野 誠一、亀山 健一郎、山本 敦之、清水 健 

石川 貴子、星野 浩一、堀田 誉、中川 元、青木 真矢 

高山中学校：校長 荒井 克彦、 教頭 小林 博 

教務主任 松永 祐樹 

真瀬小学校：校長 大久保 悦郎、教頭 松浦 一彦 

教務主任 宮本 順子、副教務主任 原 勝 

島名小学校：校長 矢口 雅義、教頭 川田 玲美 

教務主任 宮本 豪 

香取台小学校：校長 大髙 純子、教頭 佐藤 尚子 

教務主任 鈴木 一彦 

その他  

事務局 教育局生涯学習推進課 参事：山口 健次 

教育局生涯学習推進課 社会教育主事 村上 和宏 

教育局生涯学習推進課 地域連携教育指導員 酒井 和宏  

公開・非公開の別 ☑公開 □非公開 □一部公開 傍聴者数    ０人 

非公開の場合はそ

の理由 

 

議題 熟議「地域と学校の連携事業についての共有」 

会議録署名人  確定年月日   年  月  日 

会

議

次

１ 開会 
２ 任命書・委嘱状交付 
３ 委員自己紹介 
４ 行政説明 



 

第   ・つくば市コミュニティ・スクールについて 
５ 会長・副会長の選出 
６ 協議 
  (1)学校運営の基本方針について 
   ・各校のグランドデザインの説明 
  (2)熟議テーマ 
   「地域と学校の連携事業についての共有」 
  (3)その他 
   ・コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について 
   ・高山中学校体育祭開催について【5/24（土）予備日 5/25（日）】 
７ 閉会 

 

 ＜審議内容＞ 

 

１ 開会 

小林委員：令和７年度第１回高山学園コミュニティ・スクール協議会を開会し

ます。会議を進行するにあたり書記を真瀬小学校 宮本委員にお願いします。

→承認 

 
２ 任命書・委嘱状交付 
小林委員：任命書の交付及び委嘱状の交付を行います。 
     ＣＳ協議会委員の任命書及び地域学校協働活動推進員の委嘱状は、

皆様の机上に配布してあります。御確認をお願いいたします。 
 
３ 委員自己紹介 
 
４ 行政説明 
  ・つくば市コミュニティ・スクールについて 
   村上社会教育主事より説明 
 
 
５ 会長・副会長の選出 
  会長 山本委員、副会長 中川委員 →承認 
 
６ 協議 
  (1)学校運営の基本方針について 
   ・各校のグランドデザインの説明  

 
・真瀬小学校 
笑顔いっぱい 学びいきいき 楽しい学校 
①学びが楽しい 
②生活が楽しい 
③絆を育む 

 
・島名小学校 
３つの笑顔（児童・教職員・地域） 
①進んで学ぶ子 
②思いやりのあるやさしい子 
③健康でたくましい子 



 

 
 
・香取台小学校 
自分もみんなも大切にできる人材を育成 
①教育ビジョン 
②学校組織ビジョン 
③教職員ビジョン 

 
・高山中学校 
 チャレンジ 学び つながり 
 具体策７点記載 
 高山学園コミュニティ・スクールの支えを活用 
 人権教育を重視して 
 
→ 承認 

 
  (2)熟議テーマ 
   「地域と学校の連携事業についての共有」 

ファシリテーターの選出 →佐藤委員 

真瀬小学校 

・地域と学校がどうつながるか。現状は学校と保護者のつながりのみ。

保護者以外にもつながるモノや人を発する。そして、その活動が楽し

い活動につながるようにする。 

・人財バンクや郷土文化バンクの作成、活用。ＥＸペーパークラフト、

真瀬サロン。 

・一つの達成目標が真瀬小のお誕生会を祝う活動を行うこと。 

島名小学校 

・ＰＴＡ縮小化からどのように地域や保護者とつながるか。 

・通学路の見守りなど、ボランティア団体の創設などの実現に向けて 

・高齢者の協力したい思いを活用する。 

・子どもたちの豊かな心の醸成にもつながる取り組みを行う。 

香取台小学校 

・今年度からＰＴＡ廃止 

・ボランティアに対して、予算を保険に適用していく。 

・予算を、防災を軸に地域連携を進めたい。 

・筑波大生とコラボしたイベント、教授のイベントを行いたい。 

・つくばのリソースを最大限活用したい。 

高山中学校 

・人権教育 ・キャリア教育 ・職業体験 
・今までは学校が労力をかけて行ってきたが、リスト化し活用していき
たい。体験活動を充実させていきたい。 

 
  (3)その他 



 

   ・コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について 

第２回は令和７年 10 月 10 日（金） 

第３回目は令和８年２月 20 日（金）の予定です。 

開催時間はどちらも 17 時から、会場もどちらもかとりだい交流館を予

定しています。 
・高山中体育祭の案内 

７ 閉会 

本日の会議の様子や写真はつくば市教育委員会ホームページ掲載予定。 

 



令和７年度 第１回高山学園コミュニティ・スクール協議会議 

日時：令和７年５月 16 日（金） 

               １７：００～ 

場所：かとりだい交流館 会議室１ 

 
 

次 第 

 
 

１ 開会 

２ 任命書・委任状交付 

３ 委員自己紹介 

４ 行政説明 

  つくば市コミュニティ・スクールについて 

５ 会長・副会長の選出 

６ 協議 

 （１）学校運営の基本方針について 

    ・各校のグランドデザインの説明 

 （２）熟議テーマ 

    「地域と学校の連携事業についての共有」 

 （３）その他 

 ・コミュニティ・スクール協議会の今後の予定について 

・高山中学校体育祭開催について【5/24（土）予備日 5/25（日）】 

７ 閉会 



番号 委嘱の区分 氏　名 所属・役職

1 （３）地域学校協働活動推進員 飯野　誠一 元学校評議員

2 （1）地域住民 石濱　正善 元学校評議員

3 （３）地域学校協働活動推進員 亀山　健一郎 元PTA会長

4 （５）各学校長 荒井　克彦

5 （6）教職員 小林　博 教頭

6 （6）教職員 松永　祐樹 教務主任

7 （6）教職員 毛塚　裕之 副教務主任

8 （2）児童・生徒の保護者 山本　敦之 PTA副会長

9 （2）児童・生徒の保護者 清水　健 PTA会長

10 （５）各学校長 大久保　悦郎

11 （6）教職員 松浦　一彦 教頭

12 （6）教職員 宮本　順子 教務主任

13 （6）教職員 原　勝 副教務主任

14 （５）各学校長 矢口　雅義

15 （6）教職員 川田　玲美 教頭

16 （6）教職員 宮本　豪 教務主任

17 （３）地域学校協働活動推進員 渡辺恵美子 元PTA代表

18 （2）児童・生徒の保護者 根本　一城 PTA共同代表

19 （2）児童・生徒の保護者 石川　貴子 PTA共同代表

20 （1）地域住民 星野　浩一

21 （1）地域住民 堀越　直子 元学校評議員

22 （４）学識経験者 堀田　誉 元PTA代表・企業経営

23 （３）地域学校協働活動推進員 中川　元

24 （2）児童・生徒の保護者 青木　真矢 企業経営

25 （５）各学校長 大髙　純子

26 （6）教職員 佐藤　尚子 教頭

27 （6）教職員 鈴木　一彦 教務主任

令和７年度 高山学園コミュニティ・スクール協議会
（第１回：５月12日 月曜日）
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